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研 究概要
客員教授と して 平成12年7月1 EI から平成13年1月31
日ま で の 予定で プ ル か)ア国科学ア カ デ ミ ー 微生物研究
所 (BtlEa ria nAcade my of Scienc e8 , Institute of M i-
cr obiolog y) の 助教授 Ve n et ka Bojan o v alva no va将士
が来日した. 本研究分野で同博士は微生物代謝産物の 抽
ttI, 精製, 構造決定に関する研究を高分子活性分野の 研
究者と共同で行な っ て い る . こ れま で に同博士等は病原
真菌より alte r solan ol系の 新規な抗菌物質を単離するな
ど, 幾 つ か の 新しい活性物質を見出し. そ の 詳細な活性
を検討 して い る . 田 口助手は国際協力事業団 (JICA)
の カ ン ビ ー ナ ス 大学聴味研究プ ロ ジ ュ ク 卜 ｢AID Sに伴
う複合感染症対策 へ の技術協力+ の 出張から12月 に帰国
した .
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国際交流活動
海外出萌
1) 田口 は国際協力宇美B] (JIC A) の ブ ラ ジ ル 国 力 ン
ビ ー ナ ス大学臨凍研究プ ロ ジ ェ ク ト の長期派遣専門
家とし て出張した . (期間 :2000年12月10 日- 2001
年12月9 日)
国際共同研究
1) 環境中化学物質の 真菌に 対する影響の 検討 : Dr .
Park, Jo ng -Ch11 : Depa rtm ent Of Medic al Engi-
n e ring College Of Medicine, Yon8ei Unive r sity,
Ko r e a
2) C:dndida 占Ibic an8 の 菌糸成長速度を指標とした薬
剤感受性試験法の 検討 : Pr of. Dr. M o r etti Br a n-
chini, M . Luiza : Univer8idade Estadu al de Ca m-
pin8.S- U NICA M P, Fac ulty of M edic al Scienc es
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